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有限会社 「隠岐潮風ファーム」 

繁殖・肥育技術の習得による隠岐牛のブランド確立 

販売パイプの充実・拡大と定量出荷 

地域内での循環型農業の実現 

法人名  有限会社 隠岐潮風ファーム 
 代表者  代表取締役 田仲 寿夫 
所在地 〒684-0402 隠岐郡海士町豊田588-2 
電話  08514-2-1677 
設立  平成16年1月15日 
組織構成  役員(代表取締役兼務)1名、社員7名 

事業の種類  和牛の繁殖肥育 
資本金  9800万円(現在) 
（関連会社）  飯古建設有限会社 
（業種）  建設業 

経営規模  （目標）繁殖134頭、肥育221頭、飼料生産等農地7ha（借地） 
従業員等  社員2名 
年商  （目標）1億4千万円 
投資額  （現在）1億4千万円 

公共事業が現象する中、地域の雇用を支える企業として新分野進出を模索。 

その際、自社リサイクルプラントでの原料として家畜ふん尿の活用を思いつき、畜産への参入を考え始めた。 

当初は、繁殖のみの計画であったが、町内認定農業者と出会い、「隠岐牛」のブランド化を目指すこととし、

繁殖・肥育の一環経営を決意した。 

取組方針：雇用の場の創出や遊休農地の解消による地域への貢献。「隠岐牛」ブランドの確立。 

特徴：メス牛の肥育。町営放牧場での繁殖牛の放牧（農業資源の有効活用） 

構造改革特区による農地の賃借。飼料作物の生産による遊休農地の解消。 

町内畜産農家のふん尿の受入も行い、建設工事で発生する伐採材などをチップ化したものと合わせ堆肥を製

造。堆肥は農地へ施用し循環型農業を目指す。 


